
要
旨

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
を
記
す
漢
字
項
目
の
中
に
は
、

字
体
注
記
の
な
い
も
の
が
１
割
弱
あ
る
。
な
ぜ
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い

の
か
理
由
を
知
る
た
め
に
、
先
に
成
立
し
た
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
や
、

観
智
院
本
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
龍
龕
手
鑑
』
と
比
較
し
た
。

調
査
の
結
果
、
字
体
注
記
の
な
い
漢
字
が
図
書
寮
本
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
、「
亦
」
と
い
う
字
体
注
記
は
省
略
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
同
じ
漢
字
や

共
通
部
分
を
持
つ
漢
字
が
字
体
注
記
を
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
一
方
の

字
体
注
記
は
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、『
龍
龕
手
鑑
』
の
「
同
」
と

い
う
字
体
注
記
は
省
略
さ
れ
や
す
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

観
智
院
本
で
は
、
漢
字
字
体
の
情
報
を
た
だ
取
り
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

取
捨
選
択
し
て
整
理
す
る
た
め
に
、
字
体
注
記
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

�

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』　

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』

異
体
字　

字
体
注
記　
『
龍
龕
手
鑑
』

一
、
は
じ
め
に

『
類
聚
名
義
抄
』
は
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
。
原
撰

本
と
改
編
本
の
二
系
統
が
あ
る
。
原
撰
本
系
統
の
図
書
寮
本
は
、
全
体
の
５
分

の
１
が
残
さ
れ
た
零
本
で
あ
り
、
平
安
時
代
末
期
（
１
１
０
２
年
以
降
）
に
書
写

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
改
編
本
系
統
の
観
智
院
本
は
、
諸
本
の
中
で
唯
一
の
完

本
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
（
１
２
５
１
年
以
降
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

図
書
寮
本
で
は
、
仏
教
関
係
の
熟
語
に
つ
い
て
、
音
や
意
味
や
字
体
の
出
典
文

献
名
を
明
記
し
、
和
訓
を
万
葉
仮
名
で
記
す
こ
と
が
多
い
。
観
智
院
本
で
は
、

（
注
１
）

（
注
２
）

観
智
院
本『
類
聚
名
義
抄
』に
字
体
注
記
の
な
い
正
字
・
異
体
字
が
記
さ
れ
て
い
る
理
由

― 

図
書
寮
本『
類
聚
名
義
抄
』や『
龍
龕
手
鑑
』と
の
比
較 

―

T
he Reason for W

riting of O
fficial and Variant Characters w

ithout Com
m

ents 
about K

anji Style in “K
anchiinbon-Ruijum

yogisho”: 
C
omparison with “Zushoryobon-Ruijumyogisho”

and “Ryuganshukan”田　

村　

夏　

紀

TA
M
U
R
A
 N
atsuki
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都留文科大学研究紀要　第95集（2022年3月）
The Tsuru University Review , No.95（March, 2022）



個
々
の
漢
字
に
つ
い
て
、
出
典
文
献
名
は
省
略
し
て
音
や
意
味
や
字
体
を
記

し
、
和
訓
を
カ
タ
カ
ナ
で
記
す
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
仏
典
語
彙
の
集
成
か
ら

実
用
的
な
漢
和
辞
書
へ
改
編
さ
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

観
智
院
本
の
特
徴
と
し
て
、
図
書
寮
本
に
比
べ
て
漢
字
項
目
が
増
補
さ
れ
、

多
く
の
正
字
・
異
体
字
が
収
集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
漢
字
字
体
の

出
典
文
献
に
つ
い
て
は
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
拙
稿
で
も
、
漢
字

字
体
の
出
典
文
献
で
あ
る
『
干
禄
字
書
』（
唐
、
７
７
４
年
石
刻
）
や
、
漢
字
字
体

に
共
通
性
の
あ
る
『
龍
龕
手
鑑
』（
遼
、
９
９
７
年
成
立
）
と
、
観
智
院
本
の
比
較

を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
観
智
院
本
の
正
字
・
異
体
字
関
係
を
示
す
全
漢
字
項
目

を
、
正
字
と
異
体
字
を
連
続
し
て
記
す
か
ど
う
か
、
正
字
注
記
と
異
体
字
注
記

の
両
方
を
記
す
か
ど
う
か
に
注
目
し
て
分
類
し
、
漢
字
字
体
の
記
載
形
式
の
全

体
像
を
示
し
た
。
ま
た
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
を
比
較
し
、
漢
字
字
体
の
出
典

文
献
や
字
体
注
記
の
種
類
に
よ
り
、
漢
字
の
受
け
継
が
れ
方
に
違
い
が
あ
る
こ

と
を
示
し
た
。

観
智
院
本
の
、
正
字
・
異
体
字
の
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
の
中
に
は
、
次
の

「
彦
」
字
の
よ
う
に
、
字
体
注
記
は
記
さ
ず
に
、
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
を
記

す
場
合
が
あ
る
。（
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
対
象
と
す
る
漢
字
を
〇
印
で
囲
む
。

改
行
を
／
線
で
記
す
。
古
辞
書
の
字
体
と
多
少
の
違
い
が
あ
る
場
合
で
も
、
活
字
で
表
記
で

き
る
漢
字
を
使
っ
て
解
説
す
る
。）

「
彦
」
字

　

 

（
法
上
92
・
３
）

反
切
に
よ
る
音
注
「
魚
變
反
」（
ゲ
ン
）、
和
訓
「
サ
ト
ル
、
ヒ
コ
、
サ
カ
シ
」、

漢
文
の
意
義
注
「
大
也
（
丶
は
略
字
）」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
２
つ
の

字
体
の
関
係
を
示
す
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
音
が
１
つ
で
あ
り
、
変

化
し
て
い
る
「
三
」
と
「
彡
」
の
部
分
は
画
数
が
同
じ
で
形
が
似
て
お
り
、「
参
」

字
の
「
彡
」
を
「
三
」
と
す
る
異
体
字
（
観
、
僧
下
100
・
６
）
が
あ
る
こ
と
か
ら

推
測
し
て
、
正
字
・
異
体
字
関
係
に
あ
る
漢
字
を
示
し
て
い
る
と
判
断
で
き

る
。
字
体
注
記
が
な
い
た
め
、
こ
の
漢
字
項
目
だ
け
で
は
、
ど
ち
ら
が
正
字
か

は
特
定
で
き
な
い
の
で
、「
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
」
を
示
し
て
い
る
と
と
ら

え
る
。
こ
の
よ
う
な
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
は
、
異
体

関
係
を
示
す
全
漢
字
項
目
の
中
の
１
割
弱
あ
り
、
単
に
書
き
忘
れ
た
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
の
９
割
以
上
に

は
字
体
注
記
が
あ
り
、
正
字
・
異
体
字
の
関
係
を
明
確
に
示
す
も
の
が
多
い
。

正
字
・
異
体
字
の
関
係
を
明
確
に
示
す
漢
字
項
目
の
例
と
し
て
、
字
体
注
記

の
あ
る
「
高
」「
富
」「
巣
」
字
を
次
に
示
す
。（
正
字
注
記
が
あ
る
漢
字
と
、
他
に

異
体
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
正
字
だ
と
判
断
で
き
る
漢
字
は
□
で
囲
み
、
異
体
字
注
記
が
あ
る

漢
字
と
、
他
に
正
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
異
体
字
だ
と
判
断
で
き
る
漢
字
は
〇
で
囲
む
。
注
記

な
ど
を
省
略
し
た
部
分
は
…
で
示
す
。）

「
高
」
字

　

 

（
法
下
43
・
２
）

「
富
」
字

　

 

（
法
下
54
・
５
）

「
巣
」
字

　
 

（
仏
下
本
120
・
８
）

「
高
」
字
で
は
、
上
部
の
「
口
」
の
部
分
の
形
状
が
異
な
る
「
髙
」
と
「
高
」

（
注
3
）

（
注
４
）

（
注
５
）

（
注
６
）

（
注
７
）

（
注
８
）

（�22�）
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字
を
連
続
し
て
記
し
、「
今
正
」
と
字
体
注
記
も
連
続
し
て
記
し
て
い
る
。
上

の
字
が
今
字
、
下
の
字
が
正
字
の
異
体
関
係
で
あ
る
。「
富
」
字
で
は
、
先
頭

の
ウ
冠
の
漢
字
の
下
に
音
訓
な
ど
を
記
し
た
後
に
、
ワ
冠
の
字
が
記
さ
れ
、「
俗

（
谷
は
略
字
）」
と
い
う
字
体
注
記
が
あ
る
。
先
頭
の
「
富
」
字
は
、
下
に
俗
字

が
あ
る
こ
と
か
ら
正
字
だ
と
判
断
で
き
る
。「
巣
」
字
で
は
、
先
頭
の
漢
字
の

下
に
音
訓
な
ど
を
記
し
た
後
に
、「
果
」
の
上
部
が
「
臼
」
に
縦
線
の
入
る
形

と
な
っ
た
字
が
記
さ
れ
、「
正
」
の
字
体
注
記
が
あ
る
。
下
に
正
字
が
あ
る
こ

と
か
ら
上
の
字
を
異
体
字
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
用
例
も
、
ど
れ

が
正
字
で
ど
れ
が
異
字
体
か
と
い
う
、
正
字
・
異
体
字
の
関
係
を
明
確
に
示
し

て
い
る
。

辞
書
の
使
用
者
に
と
っ
て
、
正
字
や
異
体
字
を
明
確
に
知
り
、
ど
の
字
体
を

使
用
す
べ
き
か
考
え
る
た
め
に
、
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
方
が
わ
か
り
や

す
く
、
辞
書
の
価
値
も
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
「
彦
」
字
の

よ
う
に
字
体
注
記
を
記
さ
ず
に
、
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
を
示
す
こ
と
が
あ
る

の
か
、
理
由
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
観
智
院
本
に
記
さ
れ
た
、
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
し
て
い

る
す
べ
て
の
漢
字
項
目
に
つ
い
て
、
10
分
冊
別
の
用
例
数
を
示
し
、
記
載
形
式

の
特
徴
を
記
す
。
そ
れ
ら
の
用
例
の
中
で
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
比
較
が

可
能
な
法
上
と
法
中
の
17
部
首
の
漢
字
項
目
に
つ
い
て
、
２
つ
の
『
類
聚
名
義

抄
』
の
対
応
関
係
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
図
書
寮
本
か
ら
受
け

継
が
れ
た
も
の
で
は
な
い
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
と

『
龍
龕
手
鑑
』
の
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

二
、
字
体
注
記
の
な
い
正
字
・
異
体
字
の
全
体
像

１
、
用
例
数
の
特
徴

観
智
院
本
に
、
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
は
856
例
あ

る
。
観
智
院
本
の
す
べ
て
の
漢
字
項
目
の
中
で
、
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目

は
11164
例
あ
る
。
字
体
注
記
を
記
さ
ず
に
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
は
８
％
を

占
め
て
い
る
。
表
１
に
10
分
冊
別
の
用
例
数
を
示
す
。
各
分
冊
の
５
～
11
％
で

あ
り
、
ど
の
分
冊
に
も
用
例
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

表
１　

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
の
分
冊
別
用
例
数

分冊名
字体注記な
しで異体関
係を示す漢
字項目（％）

異体関
係を示
す全漢
字項目

仏上   76（11％） 712
仏中   95 （8％） 1261
仏下本 116（10％） 1219
仏下末   34 （6％） 524
法上 60 （5％） 1205
法中 114 （8％） 1430
法下 73 （5％） 1354
僧上 111 （9％） 1177
僧中 99 （9％） 1116
僧下 78 （7％） 1156
合計 856 （8％） 11164

120
部
首
に
分
類
さ
れ
た
部
首
の
種
類
別
に
見
る
と
、
用
例
数
に
偏
り
が
見
ら

れ
る
。
比
較
的
用
例
数
の
多
い
部
首
を
示
す
た
め
に
、
用
例
が
20
例
以
上
、
割

合
が
10
％
以
上
あ
る
も
の
を
、
表
２
に
示
す
。

「
心
部
」
に
は
52
例
（
15
％
）、「
手
部
」
に
は
51
例
（
13
％
）
の
よ
う
に
、
平

（
注
９
）

（ 23 ）

観智院本『類聚名義抄』に字体注記のない正字・異体字が記されている理由



均
よ
り
高
い
割
合
で
記
さ
れ
て
い
る
部
首
が
あ
る
。
一
方
で
、「
示
部
」
は
０

例
（
78
例
中
）、「
豸
部
」
は
０
例
（
50
例
中
）
な
ど
の
よ
う
に
、
１
例
も
用
例
の

見
ら
れ
な
い
部
首
が
11
種
類
あ
る
。

各
部
首
内
で
用
例
が
連
続
し
て
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。「
心
部
」
で
は
、

２
項
目
連
続
し
て
記
さ
れ
る
場
合
が
７
か
所
（
法
中
77
・
３
、
90
・
８
な
ど
）、
３

項
目
連
続
す
る
場
合
が
１
か
所
（
法
中
97
・
２
）
あ
る
。
特
に
97
・
２
～
６
行
目

に
は
、
８
例
が
集
中
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。「
艸
部
」
に
も
２
項
目
連
続
し
て

記
さ
れ
る
場
合
が
５
か
所
あ
る
。（
僧
上
22
・
４
、
33
・
３
な
ど
）
同
じ
形
式
の
記

載
を
ま
と
め
て
記
そ
う
と
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。

表
２　

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
が
多
い
部
首

部首名
字体注記な
しで異体関
係を示す漢
字項目（％）

異体関
係を示
す全漢
字項目

心部 52（15％） 353
手部 51（13％） 403
艸部 43（10％） 419
人部 30（11％） 284
鳥部 25（15％） 173
玉部 23（17％） 134
金部 23（10％） 231
辵部 20（14％） 142

２
、
記
載
形
式
の
特
徴

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
の
中
に
は
、
漢
字
を
連
続
し

て
記
す
か
、
一
字
ず
つ
離
し
て
記
す
か
、
と
い
う
記
載
形
式
の
違
い
が
見
ら
れ

る
。
漢
字
を
記
す
位
置
の
違
い
よ
っ
て
、
次
の
（
１
）
と
（
２
）
の
２
つ
に
分

類
し
た
。
各
分
類
の
中
に
は
、
文
字
数
が
異
な
る
も
の
や
、
一
方
の
字
が
割
書

き
中
に
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
や
、
熟
語
の
中
に
一
方
の
字
が
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
漢
字
の
位
置
関
係
の
違
い
に
注
目
し
て
、
全
体
を
２

つ
に
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
な
用
例
を
次
に
示
し
、
用
例
数
を
表
３

に
示
す
。（
模
式
図
で
は
、
漢
字
を
〇
、
音
訓
な
ど
の
注
記
を
…
で
示
す
。）

（
１
）
先
頭
の
字
に
連
続
し
て
漢
字
を
記
す
も
の　
［
〇
〇
…
］
形
式

「
颯
」
字

　

�

（
法
上
90
・
５
）

「
怪
」
字

　

�

（
法
中
74
・
６
）

「
月
」
字

　

�

（
仏
上
61
・
４　
　

部
）

（
２
）
先
頭
に
１
字
を
記
し
、
２
字
目
を
離
し
て
記
す
も
の　
［
〇
…
〇
］
形
式

「
陵
」
字

　

�

（
法
中
41
・
３
）

「
縦
」
字

　

�

（
法
中
134
・
３
）

先
頭
か
ら
連
続
し
て
複
数
の
漢
字
を
記
し
て
、
そ
の
後
に
音
義
や
和
訓
を
記

す
（
１
）
の
形
式
が
多
く
、
全
用
例
の
８
割
を
占
め
る
。「
颯
」
字
の
よ
う
に
２

字
を
対
比
さ
せ
る
も
の
が
多
く
、「
怪
」
字
の
よ
う
に
３
字
以
上
を
記
す
場
合

（�24�）
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も
あ
る
。「
月
」
字
で
は
、
２
字
目
は
割
書
き
中
に
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

観
智
院
本
で
は
、
先
頭
の
字
と
部
首
の
異
な
る
異
体
関
係
の
字
は
、
原
則
と
し

て
２
行
割
書
き
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
辶
部
」
の
項
目
に
「
月
」

と
い
う
「
月
部
」
の
漢
字
を
記
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
則
天
文
字
（
則
天
武

后
が
制
定
し
た
文
字
）
に
つ
い
て
「
月
」
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
割
書

き
中
の
最
初
の
漢
字
が
、
音
注
（
〇
〇
反
、
音
〇
な
ど
）
や
意
義
注
（
〇
也
な
ど
）

で
は
な
い
場
合
に
、
字
体
注
記
を
伴
っ
て
い
な
く
て
も
、
異
体
関
係
に
あ
る
漢

字
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
模
式
図
で
示
す
と
、
代
表
形
は
［
〇
〇
…
］
形
式
で

あ
り
、［
〇
〇
〇
…
］、［
〇
〇
］、［
〇
〇
…
］、［
〇
〇
］
な
ど
の
形
式
を
含
む
。

（
２
）
の
形
式
は
、「
陵
」
字
の
よ
う
に
、
先
頭
に
１
字
を
記
し
て
、
そ
の
後

に
音
義
や
和
訓
を
記
し
、
下
に
別
の
字
体
を
記
す
も
の
で
あ
る
。「
縦
」
字
の

よ
う
に
、
熟
語
の
中
に
別
の
字
体
が
書
か
れ
る
場
合
も
（
２
）
に
含
め
る
。
模

式
図
で
示
す
と
、
代
表
形
は
［
〇
…
〇
］
形
式
で
あ
り
、［
〇
…
〇
…
］、［
〇

…
〇
―
（
熟
語
）］、［
〇
…
〇
〇
…
］
な
ど
の
形
式
を
含
む
。

表
３　

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
の
記
載
形
式

合
計

（
2
）［
〇
…
〇
］
形
式

（
1
）［
〇
〇
…
］
形
式

記
載
形
式

856
（
100
％
）

168
（
20
％
）

688
（
80
％
）

用
例
数
（
％
）

（
１
）
の
形
式
は
、
先
頭
に
漢
字
を
連
続
し
て
記
す
た
め
、
字
体
の
細
か
い

違
い
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
を
前
面
に
出
す
漢

字
項
目
に
見
え
る
。
字
体
注
記
が
な
い
た
め
、
熟
語
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

音
が
一
種
類
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
字
体
に
似
通
っ
た
点
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
異
体
関
係
に
あ
る
字
だ
と
判
断
で
き
る
。

（
２
）
の
形
式
は
、
漢
字
を
離
し
て
記
す
た
め
、
直
後
に
音
訓
な
ど
が
多
く

記
し
て
あ
る
先
頭
の
漢
字
に
注
目
が
集
ま
り
、
後
の
漢
字
は
あ
ま
り
目
立
た
な

く
な
っ
て
い
る
。
先
頭
の
字
の
方
が
、
代
表
的
な
字
体
だ
と
い
う
位
置
づ
け
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

三
、
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
の
比
較

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
観
智
院
本
の
漢
字
項
目
は
、『
類
聚
名

義
抄
』
が
改
編
さ
れ
る
前
の
図
書
寮
本
で
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
の
記
載
内
容
の
違
い
を
見
る
た
め
に
、
両

本
に
共
通
す
る
17
部
首
の
167
例
の
漢
字
項
目
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。

観
智
院
本
は
、
図
書
寮
本
そ
の
も
の
を
元
に
し
て
改
編
さ
れ
た
の
か
不
明
で

あ
り
、
複
数
回
の
転
写
を
経
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
に
は
直
接
の
引
用
関
係
は
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
原
撰
本
系
統
の
本
は
図
書
寮
本
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

改
編
本
系
統
の
諸
本
の
中
で
完
本
は
観
智
院
本
だ
け
で
あ
る
た
め
、
両
本
の
比

較
を
す
る
こ
と
で
、
改
編
前
の
記
載
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

観
智
院
本
と
図
書
寮
本
を
比
較
し
た
結
果
、
対
応
関
係
を
次
の
４
つ
に
分
類

し
た
。
観
智
院
本
の
漢
字
の
字
体
に
対
し
て
、
図
書
寮
本
に
同
様
の
字
体
が
見

ら
れ
る
と
き
、
字
体
に
多
少
の
差
異
が
あ
っ
て
も
「
対
応
す
る
漢
字
が
あ
る
」

（ 25 ）
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と
判
断
し
た
。
表
４
に
用
例
数
を
示
す
。（
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
対
応
す
る
漢
字

に
同
じ
①
や
②
な
ど
の
番
号
を
付
け
る
。
正
字
と
判
断
で
き
る
漢
字
は
□
で
囲
み
、
異
体
字

と
判
断
で
き
る
漢
字
や
、
正
字
か
異
体
字
か
不
明
な
漢
字
は
〇
で
囲
む
。）

〈
１
〉�
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
に
、
字
体
注
記
の
な
い
複
数
の
漢
字
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
も
の

「
慙
」
字

①�

①�

②

�

（
図
、
263
・
４
）

①�
���

②

�

（
観
、
法
中
96
・
４
）

�

↑
両
方
に
字
体
注
記
な
し

〈
２
〉�

図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
に
、
字
体
注
記
の
あ
る
複
数
の
漢
字
が
、

字
体
注
記
を
省
略
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

「
踊
」
字

①�

②�

②
�

（
図
、
107
・
３
）

①�

②

 

（
観
、
法
上
88
・
６
）

�

↑
観
に
は
字
体
注
記
な
し

〈
３
〉
図
書
寮
本
に
、
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
１
字
し
か
な
い
も
の

「
戀
」
字

①

 

（
図
、
251
・
１
）

�

↑
対
応
す
る
字
が
１
字
の
み

①�

②�

（
観
、
法
中
100
・
３
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

〈
４
〉
図
書
寮
本
に
、
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
な
い
も
の

「
陗
」
字

①�

②

�

（
観
、
法
中
39
・
７
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

表
４　

図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
対
応
関
係

図書寮本と観智院本
　の関係 用例数�（％）

〈１〉
字体注記のない漢字が
受け継がれている

11 （7％）

〈２〉
字体注記を省略して受
け継がれている

7 （4％）

〈３〉
図書寮本に対応する漢
字が１字しかない

63 （38％）

〈４〉
図書寮本に対応する漢
字がない

86 （51％）

合計 167（100％）

①

①

②

①�
���

②

②

①

②

①

②

①①

②

（�26�）
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〈
１
〉
の
「
慙
」
字
は
、
図
書
寮
本
で
は
、「
慙
愧
」「
無
慙
」
と
い
う
熟
語

の
中
に
①
「
慙
」
が
書
か
れ
、
音
訓
な
ど
の
注
記
が
あ
り
、
後
に
②
「
慚
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
観
智
院
本
で
は
①
「
慙
」

が
書
か
れ
、
音
訓
の
注
記
が
あ
り
、
後
に
②
「
慚
」
と
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
と
②
の
字
は
同
じ
順
番
に
記
さ
れ
て
お
り
、「
辞
甘
反
」
と
い
う
反
切
の
音

注
や
、「
ハ
ツ
」
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
の
和
訓
も
共
通
し
て
い
る
。
図
書
寮
本
の

記
載
内
容
を
受
け
継
い
だ
形
で
、
観
智
院
本
に
２
つ
の
漢
字
字
体
が
記
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
書
寮
本
で
は
熟
語
で
記
さ
れ
て
い
た
漢
字
が
、
観
智

院
本
で
は
単
独
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
図
書
寮
本
に
、
観
智
院
本
と
は
対
応

し
な
い
別
の
異
体
関
係
の
字
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、
こ
の
項
目
に
含
め
た
。

〈
２
〉
の
「
踊
」
字
で
は
、
図
書
寮
本
に
は
「
踊
躍
」
と
い
う
熟
語
の
中
に

①
「
踊
」
が
書
か
れ
、
割
書
き
中
に
音
訓
な
ど
の
注
記
が
書
か
れ
、「
亦
作
」

と
い
う
字
体
注
記
が
あ
り
、
小
字
で
②
「
踴
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

先
頭
の
字
と
同
じ
大
き
さ
で
、
も
う
一
度
②
「
踴
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
観
智

院
本
で
は
①
「
踊
」
が
書
か
れ
、
音
訓
の
注
記
が
あ
り
、
後
に
②
「
踴
」
が
書

か
れ
て
い
る
。
字
の
順
番
も
同
じ
で
あ
り
、
カ
タ
カ
ナ
の
和
訓
「
ヲ
ド
ル
」
も

共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
図
書
寮
本
の
「
亦
作
」
と
い
う
字
体
注
記
は
、
観

智
院
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

〈
３
〉
の
「
戀
（
恋
）」
字
で
は
、
①
の
「
糸
」
の
部
分
が
「
幺
」
と
な
る
字
は
、

図
書
寮
本
に
も
観
智
院
本
に
も
あ
る
。「
力
泉
反
」
と
い
う
音
注
や
カ
タ
カ
ナ

の
和
訓
「
コ
ヒ
シ
」
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
②
の
「
糸
」
で
書
か
れ
た

「
戀
」
の
字
は
図
書
寮
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

〈
４
〉
の
「
陗
」
字
は
、
図
書
寮
本
に
対
応
す
る
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
く
。

１
、
字
体
注
記
の
な
い
漢
字
が
図
書
寮
本
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

分
類
〈
１
〉
の
11
例
（
７
％
）
の
漢
字
項
目
で
は
、
図
書
寮
本
に
字
体
注
記

な
し
で
記
さ
れ
た
漢
字
が
、
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
分
類
に
は
「
慙
」
字
以
外
に
「
郎
」「
恩
」「
淳
」「
璽
」「
悴
」「
悠
」

「
恠
」「
憍
」「
希
」「
縦
」
字
が
あ
る
。
ど
の
漢
字
に
も
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
郎
」
字
で
は
、
右
部
分
の
「
阝
」
と
「
卩
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
図
書
寮

本
と
観
智
院
本
で
同
様
に
、
最
初
に
①
「
阝
」
の
字
、
次
に
「
白
水
郎
」
と
い

う
熟
語
の
中
で
②
「
卩
」
の
字
が
記
さ
れ
る
。「
力
當
反
」
と
い
う
音
も
共
通

す
る
。

「
郎
」
字

①�

②

�

（
図
、
183
・
６
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
37
・
２
）

「
恩
」
字
で
は
、
上
部
の
「
因
・
囙
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
図
書
寮
本
と
観

智
院
本
で
同
様
に
、
最
初
に
①
「
因
」
の
字
が
あ
り
、
次
に
②
「
囙
」
の
字
が

あ
る
。「
於
根
反
」
と
い
う
反
切
の
音
注
も
共
通
し
て
い
る
。
図
書
寮
本
で
は

「
於
」
の
略
字
「
オ
」
で
書
か
れ
て
い
る
。「
ウ
ツ
ク
シ
ム
」「
ネ
ム
ゴ
ロ
ナ
リ
（
子

ム
コ
ロ
ナ
リ
）」「
ヲ
シ
ム
」
の
訓
も
共
通
し
て
い
る
。

①

②

（
図
、
183
・
６
）

①

②

（�27�）
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「
恩
」
字

①�

②
 

（
図
、
244
・
２
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
71
・
１
）

〈
１
〉
の
11
例
す
べ
て
の
漢
字
項
目
で
は
、
対
応
す
る
漢
字
字
体
が
あ
る
こ

と
以
外
に
、
音
や
和
訓
に
も
何
ら
か
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

２
、
字
体
注
記
を
省
略
し
て
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

分
類
〈
２
〉
の
７
例
（
４
％
）
の
漢
字
項
目
で
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本

に
対
応
す
る
複
数
の
字
が
あ
る
が
、
字
体
注
記
は
省
略
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ

た
。「
踊
」
字
以
外
に
「
彦
」「
磎
」「
可
衣

」「
陵
」「
憲
」「
蹴
」
字
が
あ
る
。
和

訓
の
記
さ
れ
て
い
る
項
目
が
多
く
、
７
例
中
の
６
例
（
86
％
）
に
あ
る
。

観
智
院
本
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
、
図
書
寮
本
の
割
書
き
中
の
出
典
文
献
名

と
字
体
注
記
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。（
漢
字
の
部
分
は
〇
で
記
す
。
省
略
し
た
部
分

は
…
で
記
す
。）

「
踊
」
字
「
或
本
云
亦
作
〇
」（
或
本
に
云
う
、
亦
〇
に
作
る
）�

（
107
・
４
）

「
彦
」
字
「
東
云
亦
作
―
」（
東
宮
切
韻
に
云
う
、
亦
―
に
作
る
）�

（
124
・
４
）

「
磎
」
字
「
真
云
亦
…
〇
」（
真
興
音
義
に
云
う
、
亦
…
〇
）�

（
149
・
６
）

「
可
衣

」
字
「
真
云
…
亦
〇
」（
真
興
切
韻
に
云
う
、
…
亦
〇
）�

（
338
・
２
）

「
陵
」
字
「
干
云
上
谷
下
正
」（
干
禄
字
書
に
云
う
、
上
は
俗
、
下
は
正
）�（
211
・
３
）

「
憲
」
字
「
干
云
上
谷
」（
干
禄
字
書
に
云
う
、
上
は
俗
）�

（
239
・
６
）

「
蹴
」
字
「
信
云
与
〇
同
」（
信
行
音
義
に
云
う
、
〇
と
同
じ
）�

（
107
・
７
）

７
例
中
４
例
（
踊
・
彦
・
磎
・
可
衣

）
は
「
亦
（
ま
た
）」
を
含
む
字
体
注
記
で
あ
る
。

２
例
（
踊
・
彦
）
は
「
亦
作
」
で
あ
る
。
２
例
（
磎
・
可
衣

）
は
「
亦
」
で
あ
り
、

一
方
の
字
は
割
書
き
中
の
小
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
の
字
体
注

記
の
う
ち
、「
亦
（
又
）」
は
、「
俗
」「
正
」
な
ど
に
比
べ
て
、
漢
字
と
字
体
注

記
が
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
る
頻
度
が
低
い
。
字
体
注
記
が
「
亦
」
で
あ
る

こ
と
が
、
省
略
さ
れ
た
こ
と
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

７
例
中
２
例
（
陵
・
憲
）
は
出
典
文
献
名
が
『
干
禄
字
書
』
で
あ
る
。『
干
禄

字
書
』
を
出
典
と
す
る
記
載
は
、
図
書
寮
本
か
ら
観
智
院
本
に
受
け
継
が
れ
る

字
数
も
頻
度
も
高
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
字
体
注
記
が
省
か
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

「
憲
」
字
の
場
合
、
字
体
注
記
が
省
か
れ
た
理
由
と
し
て
、
同
じ
「
憲
」
字
が
、

観
智
院
本
の
他
の
箇
所
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。「
憲
」
字
は
「
心
部
」
だ
け
で
な
く
「
宀
部
」
に
も
あ
り
、「
上
俗
下
正
」

と
い
う
『
干
禄
字
書
』
と
共
通
す
る
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
憲
」
字

①�

②

�

（
干
、
78
・
４
）

①�

②

�

（
図
、
心
部
239
・
６
）

①

②

（
注
10
）

（
注
11
）

①

②

①

②

（�28�）
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②�

①

�

（
観
、
心
部
、
法
中
99
・
１
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

①�
②

�

（
観
、
宀
部
、
法
下
54
・
７
）

観
智
院
本
の
「
心
部
」
の
字
に
字
体
注
記
は
な
い
が
、
和
訓
「
ノ
リ
」
や
意

義
注
「
敏
也
」
は
図
書
寮
本
と
共
通
し
て
お
り
、
図
書
寮
本
と
の
関
係
が
深
い

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
「
宀
」
部
の
字
に
は
字
体
注
記
し
か
記
さ
れ
て
な
い
。

「
憲
」
字
は
本
来
「
心
部
」
に
属
す
る
漢
字
で
あ
る
。「
宀
部
」
に
も
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
同
じ
漢
字
を
複
数
の
部
首
に
記
す
こ
と
で
、
何
の
部
首
か
ま
ぎ
ら

わ
し
い
漢
字
を
検
索
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
に
字
体
注

記
を
記
し
て
い
る
の
で
、
両
方
の
解
説
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
も
う
一
方
で

は
字
体
注
記
を
省
略
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
と
同
様
の
例
は
「
憲
」
字
の
他
に
「
諵
」「
岬
」「
尫
」
字
の
合
計
４
例

あ
る
。「
諵
・
喃
」
字
は
、
言
部
（
法
上
67
・
７
）
に
は
字
体
注
記
が
な
い
が
、

口
部
（
仏
中
52
・
６
）
に
は
「
二
正
」
と
い
う
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
岬
・

」
字
は
、
山
部
（
法
上
114
・
８
）
に
は
字
体
注
記
が
な
い
が
、
石
部
（
法

中
２
・
７
）
に
は
「

」
字
を
「
或
」
と
す
る
字
体
注
記
が
あ
る
。

次
の
「
陵
」
字
で
は
、
同
じ
部
分
を
持
つ
別
の
漢
字
「
綾
」
が
、
字
体
注
記

を
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
右
側
が
①
「
麦
」
と
②
「
夌
」
に
な
る
「
陵
」
字

に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
に
は
「
干
云
上
通
下
正
」
と
い
う
字
体
注
記
が
あ
り
、

下
の
②
「
陵
」
が
正
字
だ
と
わ
か
る
。
観
智
院
本
に
は
字
体
注
記
は
受
け
継
が

れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
順
番
に
①
と
②
の
字
が
記
さ
れ
、「
淩
」
の
音
も
共
通

し
て
い
る
。
図
書
寮
本
の
出
典
文
献
で
あ
る
『
干
禄
字
書
』
に
も
、
図
書
寮
本

と
同
様
に
「
上
通
下
正
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
陵
」
字

①�

②

�

（
干
、
51
・
３
）

　
　

①�

　

②

�

（
図
、
211
・
１
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
41
・
３
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

「
綾
」
字

⑵�

⑴

�

（
観
、
法
中
126
・
７
）

一
方
で
、
観
智
院
本
に
は
、「
陵
」
と
共
通
す
る
「
夌
」
の
部
分
を
持
つ
「
綾
」

字
に
、
⑴
「
麦
」
の
字
が
「
俗
（
谷
は
略
字
）」
と
あ
る
。
先
頭
の
⑵
「
夌
」
の

字
が
正
字
だ
と
わ
か
る
。「
夌
」
と
な
る
字
を
正
字
と
す
る
こ
と
は
、
図
書
寮

本
や
『
干
禄
字
書
』
の
「
陵
」
字
の
記
載
と
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
「
夌
」
と
「
麦
」
の
部
分
に
つ
い
て
正
字
・
異
体
字

の
関
係
だ
と
示
す
漢
字
項
目
が
、
観
智
院
本
の
他
の
箇
所
に
あ
る
た
め
に
、

「
陵
」
字
で
は
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
字
体
注
記

が
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
他
の
漢
字
の
正
字
・
異
体
字
関
係
か
ら
類
推
し

て
、
ど
の
字
が
正
字
な
の
か
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

②

①

①

②

　
　

①

　

②

（
図
、

①

②

「
綾
」
字

（�29�）
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３
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
１
字
し
か
な
い
も
の

分
類
〈
３
〉
に
は
、「
戀
」
字
以
外
に
「
璅
」「
瑣
」「
満
」「
濘
」「
詣
」「
讌
」

「
慈
」「
愬
」「
繕
」「
絺
」
字
な
ど
、
合
わ
せ
て
63
例
（
38
％
）
の
漢
字
項
目
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
大
半
の
52
例
（
83
％
）
に
和
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
の
観
智
院
本
の
①
「
瑣
」
字
と
、
⑴
「
璅
」
字
は
、
図
書
寮
本
と
の
関
係

に
興
味
深
い
点
が
あ
る
の
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
こ
の
２
つ
の
漢
字
項
目
は
、

別
の
音
を
も
つ
漢
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
別
項
目
と
し
て
と
ら
え

た
。
た
だ
し
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
異
体
関
係
に
あ
る
②
と

⑵
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
に
は
、
観
智
院
本
の
2
つ
の
漢
字
項
目

に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
字
が
⑴
、
①
の
１
字
ず
つ
し
か
な
い
た
め

〈
３
〉
に
分
類
し
た
。
と
こ
ろ
が
図
書
寮
本
に
は
、「
干
云
上
俗
」
と
い
う
『
干

禄
字
書
』
を
出
典
と
す
る
字
体
注
記
が
あ
り
、
上
の
⑴
「
璅
」
を
俗
字
と
す
る

記
載
が
あ
る
。『
干
禄
字
書
』
に
も
同
様
に
「
上
俗
下
正
」
の
字
体
注
記
が
あ
り
、

⑴
「
璅
」
を
俗
字
、
①
「
瑣
」
を
正
字
と
す
る
記
載
が
あ
る
。

「
璅
・
瑣
」
字

⑴�

①

�
（
干
、
63
・
４
）

⑴�

①

�

（
図
、
164
・
７
）

「
瑣
」
字

①�

②

�

（
観
、
法
中
14
・
２
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

「
璅
」
字

⑴�

⑵

�

（
観
、
法
中
14
・
２
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

図
書
寮
本
に
あ
る
字
体
注
記
を
、
観
智
院
本
で
は
取
り
入
れ
て
い
な
い
理
由

と
し
て
、
図
書
寮
本
に
は
⑴
「
璅
」
に
「
子
道
反
」（
サ
ウ
）
と
あ
り
、
①
「
瑣
」

に
「
音
鎖
（
亠
は
略
字
）」（
サ
）
と
異
な
る
音
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
で

は
別
の
漢
字
と
し
て
記
そ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
２
項
目
は

連
続
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
関
係
を
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。

観
智
院
本
の
①
「
瑣
」
と
共
に
書
か
れ
た
右
上
が
「
し
」
の
形
の
②
の
字
や
、

⑴
「
璅
」
と
共
に
書
か
れ
た
「
果
」
の
上
部
が
「
臼
」
に
縦
線
の
形
の
⑵
の
字

は
、
何
か
ら
引
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
観
智
院
本
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
『
龍
龕
手
鑑
』
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
の
記
載
が
見
ら
れ
た
。

「
璅
・
瑣
」
字

⑴�

①�

②�

⑴

�

（
龍
、
七
52
オ
２
）

『
龍
龕
手
鑑
』
で
は
、
①
「
瑣
」
と
対
応
す
る
漢
字
に
「
亦
作
」、
②
と
対
応

す
る
漢
字
に
「
俗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
ろ
の
６
字
は
ま
と
め
て
「
並
俗
」

⑴

①

⑴

①

①

②

（
注
12
）

⑴

①

②

⑴

（
龍
、
七

（�30�）
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と
あ
り
俗
字
で
あ
る
。
先
頭
の
⑴
「
璅
」
は
、
他
が
異
体
字
で
あ
る
た
め
正
字

だ
と
わ
か
る
。
４
字
目
の
⑴
は
先
頭
の
⑴
と
同
じ
字
体
だ
が
、
俗
字
と
し
て
記

さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
先
頭
の
字
と
字
体
が
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
先
頭
の
字

は
本
来
は
観
智
院
本
の
⑵
の
「
臼
」
に
縦
線
の
字
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

４
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
な
い
も
の

分
類
〈
４
〉
に
は
、「
陗
」
字
以
外
に
「
璱
」「
恍
」「
諺
」「
譆
」「
玽
」「
憬
」

「
緙
」「
繢
」
な
ど
、
合
わ
せ
て
86
例
（
51
％
）
の
漢
字
項
目
が
あ
る
。
図
書
寮

本
に
は
な
い
漢
字
が
、
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。
こ
の
中
で
和

訓
の
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
25
例
（
29
％
）
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
漢
字
は
何
か
ら
引
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
観
智
院
本
と
共
通
性

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
龍
龕
手
鑑
』
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
対
応
す
る

漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
次
の
「
璱
」
字
で
は
、
観
智
院
本
と

対
応
す
る
①
と
②
の
字
が
記
さ
れ
、「
音
瑟
」
と
い
う
直
音
注
も
一
致
す
る
。

「
鮮
潔
」
と
い
う
意
義
注
も
共
通
す
る
。『
龍
龕
手
鑑
』
に
は
「
正
」「
或
作
」

と
い
う
字
体
注
記
が
あ
る
が
、
観
智
院
本
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。

「
璱
」
字

①�

②

�

（
龍
、
七
54
ウ
５
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
19
・
４
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

観
智
院
本
に
は
音
が
１
つ
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
字
体
に
類
似

性
が
な
く
て
も
、
熟
語
で
は
な
く
、
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
だ
と
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
「
恍
」
字
で
は
、「
忄
」
に
「
光
」
の
①
の
字
と
、「
灮
」
の
②
の
字
が
、

観
智
院
本
に
字
体
注
記
な
し
で
記
さ
れ
て
い
る
。
音
が
「
呼
廣
反
」
と
１
つ
し

か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
光
」
と
「
灮
」
の
部
分
の
形
は
類
似
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
熟
語
で
は
な
く
、
異
体
関
係
に
あ
る
字
だ
と
判
断
で
き
る
。

「
恍
」
字

①�

②

�

（
観
、
法
中
80
・
５
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

「
光
」
字

⑶�

⑵

�

（
干
、
46
・
１
）

⑴�

⑶�

⑵

�

（
観
、
仏
下
末
17
・
４
）

観
智
院
本
の
「
光
」
字
の
項
目
に
は
、
⑴
「
光
」
が
俗
字
、
⑵
「
灮
」
が
正

字
と
い
う
異
体
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
干
禄
字
書
』
に
も
、
⑵
「
灮
」

を
正
字
と
す
る
記
載
が
あ
る
。「
恍
」
字
の
項
目
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
字
体
の
変
化
し
て
い
る
「
光
・
灮
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
正
字
・

異
体
字
の
関
係
を
明
確
に
示
す
別
の
漢
字
の
記
載
が
、
観
智
院
本
の
他
の
箇
所

に
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
恍
」
字
に
つ
い
て
「
光
」
字
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
字
体
注
記
な
し

①

②

①

②

⑶

⑵

観
智
院
本
の
「
光
」
字
の
項
目
に
は
、
⑴
「
光
」
が
俗
字
、
⑵
「
灮
」
が
正

（�31�）
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で
異
体
関
係
の
字
が
示
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
そ
れ
と
同
じ
部
分
を
持
つ
別
の

字
が
字
体
注
記
を
伴
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
例
は
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
対

応
す
る
漢
字
が
あ
る
場
合
も
含
め
て
、
合
計
72
例
見
ら
れ
た
。
両
辞
書
で
比
較

し
た
167
例
中
の
43
％
に
あ
た
る
。
三
の
２
で
「
陵
」
字
と
共
通
す
る
部
分
を
持

つ
「
綾
」
字
を
示
し
た
の
も
、
同
じ
性
質
の
用
例
で
あ
る
。

他
に
、「
陗
」
字
（
法
中
39
・
７
）
の
「
月
」
の
部
分
が
「
肉
」
に
な
る
字
に

つ
い
て
、「
肉
」
字
（
仏
中
112
・
７
）
に
「
肉
」
が
「
正
」、「
月
」
が
「
今
省
」

と
い
う
字
体
注
記
を
伴
っ
た
記
載
が
あ
る
。「
渉
」
字
（
法
上
42
・
６
）
の
「
止
」

が
「
山
」
に
な
る
字
に
つ
い
て
、「
歩
」
字
（
法
上
122
・
４
）
に
「
山
」
に
な
る

字
は
「
通
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
碑
」
字
（
法
中
２
・
６
）
の
「
卑
」
の
下

部
が
「
廾
」
と
な
る
字
に
つ
い
て
、「
卑
」
字
（
仏
中
111
・
２
）
に
「
廾
」
と
な

る
字
が
「
正
」
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。他
に
も
「
濘
」
字
の
「
寧
」
の
部
分
、「
濫
」

字
の
「
監
」
の
部
分
、「
琅
」
字
の
「
良
」
の
部
分
、「
墜
」
字
の
「
隊
」
の
部

分
、「
詣
」
字
の
「
旨
」
の
部
分
、「
蹴
」
字
の
「
就
」
字
の
部
分
、「
踐
」
字

の
「
戔
」
の
部
分
、「
蹈
」
字
の
「
臼
」
の
部
分
な
ど
に
つ
い
て
、
字
体
注
記

の
あ
る
記
載
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
部
分
を
も
つ
別
の
漢
字
に
、
正
字
・
異
体
字
関
係
を
示

す
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
観
智
院
本
内
の
類
似
し
た
漢
字
を

調
べ
れ
ば
、
ど
の
字
が
正
字
か
異
体
字
か
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

四
、
観
智
院
本
と
『
龍
龕
手
鑑
』
の
比
較

１
、
観
智
院
本
と
対
応
す
る
『
龍
龕
手
鑑
』
の
漢
字

字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
観
智
院
本
の
漢
字
項
目
に
つ
い
て
、
三

の
分
類
〈
１
〉〈
２
〉
を
合
わ
せ
た
18
例
（
11
％
）
は
、
図
書
寮
本
の
漢
字
字
体

を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
分
類
〈
３
〉〈
４
〉
の
149
例

（
89
％
）
は
、
図
書
寮
本
に
対
応
す
る
異
体
関
係
の
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
図
書
寮
本
に
は
な
い
漢
字
は
、
ど
の
よ
う
な
文
献
か
ら
引
用
さ
れ
た
の
か

を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
他
の
理
由
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
三
の
３
、
４
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

『
龍
龕
手
鑑
』
に
は
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
た
。『
龍
龕
手
鑑
』
か
ら
観
智
院
本
に
記
載
内
容
が
直
接
引
用
さ
れ
た
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ

こ
で
〈
３
〉〈
４
〉
の
149
例
の
漢
字
項
目
を
『
龍
龕
手
鑑
』
と
比
較
し
、
関
連

性
が
高
い
順
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分
類
し
た
。
表
５
に
用
例
数
を
示
す
。

Ａ
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
異
体
関
係
の
漢
字
が
記
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ
の
〈
３
〉
は
13
例
あ
り
、
Ａ
の
〈
４
〉
は
32
例
あ

り
、
合
計
で
45
例
に
共
通
す
る
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。
図
書
寮
本
に
観
智
院

本
と
の
対
応
字
が
1
字
も
な
い
〈
４
〉
の
方
が
Ａ
の
割
合
が
37
％
と
高
く
、『
龍

龕
手
鑑
』
と
の
関
連
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｂ
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
１
字
あ
る
も
の
で

あ
る
。
全
体
の
中
で
、
Ｂ
に
属
す
る
用
例
は
90
例
（
61
％
）
あ
り
、
最
も
多
い
。

Ａ
と
Ｂ
に
は
〈
３
〉
の
全
漢
字
項
目
と
〈
４
〉
の
73
例
を
合
わ
せ
た
135
例
（
91
％
）

（ 32 ）
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の
漢
字
項
目
が
含
ま
れ
る
。
大
部
分
の
漢
字
項
目
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
１

字
は
『
龍
龕
手
鑑
』
に
対
応
す
る
漢
字
が
記
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。

Ｃ
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
漢
字
が
な
い
も
の
で
あ
る
。

〈
３
〉
の
Ｃ
に
は
用
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
図
書
寮
本
に
１
字
記
さ
れ
て
い

る
漢
字
は
す
べ
て
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
も
１
字
は
記
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。

表
５　
『
龍
龕
手
鑑
』
と
観
智
院
本
の
対
応
関
係

Ａ
の
用
例
に
つ
い
て
以
下
に
詳
し
く
記
し
て
い
く
。
ま
ず
Ａ
の
〈
３
〉
の
例

を
示
す
。
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
字
が
１
字
あ
り
、『
龍
龕
手
鑑
』

に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
異
体
関
係
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
颯
」
字

①�

②

 

（
龍
、
二
59
オ
１
）

①

�

（
図
、
311
・
１
）

①�

②

�

（
観
、
法
上
90
・
５
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

「
颯
」
字
は
、
観
智
院
本
に
「
立
」
と
「
風
」
の
部
分
が
左
右
で
入
れ
替
わ

る
関
係
の
①
と
②
の
字
が
字
体
注
記
な
し
で
記
さ
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
に
は

①
の
１
字
の
み
記
さ
れ
て
お
り
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
は
観
智
院
本
の
①
と
②
に

対
応
す
る
字
が
両
方
記
さ
れ
て
い
る
。
②
の
字
に
「
俗
」
の
字
体
注
記
が
あ
る
。

「
颯
」
字
の
よ
う
に
、
左
右
や
上
下
な
ど
の
位
置
関
係
が
入
れ
替
わ
る
異
体

関
係
の
字
が
、
観
智
院
本
に
字
体
注
記
な
し
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
上
と

法
中
の
17
部
首
の
167
例
の
中
で
は
14
例
（
8．4
％
）
あ
っ
た
。「
颯
」
字
以
外
に

「
蹴
」「
崚
」「
琲
」「
慚
」「
惻
」
字
な
ど
が
あ
る
。
一
方
で
、
法
上
と
法
中
に

あ
る
、
字
体
注
記
を
伴
っ
て
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
２461
例
の
中
で
は
、
位

置
関
係
が
入
れ
替
わ
る
も
の
は
、
83
例
（
3．4
％
）
で
あ
っ
た
。
字
体
注
記
な
し

の
漢
字
項
目
の
中
で
の
方
が
、
位
置
関
係
の
入
れ
替
わ
る
漢
字
が
記
さ
れ
る
割

合
が
２
倍
以
上
高
い
。
位
置
関
係
が
入
れ
替
わ
る
異
体
字
は
、
漢
字
の
構
成
要

素
が
正
字
と
共
通
し
て
い
る
た
め
、
見
た
目
で
異
体
関
係
に
あ
る
字
だ
と
判
断

し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

次
の
「
愬
」
字
も
、
Ａ
の
〈
３
〉
の
例
で
あ
る
。『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院

『龍龕手鑑』と
観智院本の

関係
図書寮本
と観智院本
の関係

Ａ Ｂ Ｃ
龍に対応
する異体
関係の字
がある

龍に対応
する字が
１字ある

龍に対応
する字が
ない

合計

〈３〉
図に対応する字
が1字ある

13
（21％）

49
（79％）

0
（0％）

62
（100％）

〈４〉
図に対応する字
がない

32
（37％）

41
（47％）

14
（16％）

87
（100％）

合計 45
（30％）

90
（61％）

14
（9％）

149
（100％）

①①

②

（�33�）

観智院本『類聚名義抄』に字体注記のない正字・異体字が記されている理由



本
の
①
と
②
に
対
応
す
る
字
が
あ
り
、「
音
素
」
の
注
記
も
共
通
す
る
。
②
の

字
に
「
通
」
の
字
体
注
記
が
あ
る
。
図
書
寮
本
で
は
「
音
素
」
の
注
記
や
「
ウ

タ
ウ
、
ウ
レ
フ
」
の
和
訓
が
観
智
院
本
と
共
通
す
る
。

「
愬
」
字

①�

②

�

（
龍
、
一
56
オ
５
）

①

�

（
図
、
275
・
５
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
99
・
７
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

観
智
院
本
の
「
朔
」
字
の
項
目
に
は
、
⑵
の
「
手
」
の
形
の
字
を
通
字
と
す

る
記
載
が
あ
る
。『
干
禄
字
書
』
に
も
同
様
に
⑵
を
通
字
と
す
る
記
載
が
あ
る
。

「
朔
」
字

⑵�

⑶

�
（
干
、
89
・
３
）

⑵�

⑶�

⑴

�

（
観
、
仏
中
137
・
４
）

「
愬
」
字
に
字
体
注
記
が
な
く
て
も
、同
じ
部
分
を
持
つ
「
朔
」
字
を
見
れ
ば
、

①
「
屰
」
の
字
が
正
字
で
②
「
手
」
の
形
の
字
が
異
体
字
だ
と
わ
か
る
。

次
に
、
Ａ
の
〈
４
〉
の
「
玽
」
字
と
「
怐
」
字
の
例
を
示
す
。
図
書
寮
本
に

観
智
院
本
と
対
応
す
る
字
が
１
字
も
な
く
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対

応
す
る
異
体
関
係
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
玽
」
字
は
、
①
「
句
」
と
②
「
勾
」
の
部
分
の
違
う
字
が
『
龍
龕
手
鑑
』

に
記
さ
れ
て
お
り
、
②
の
字
に
「
同
」
の
字
体
注
記
が
あ
る
。「
石
似
玉
」
と

い
う
意
義
注
が
共
通
し
て
い
る
。「
怐
」
字
も
⑴
「
句
」
と
⑵
「
勾
」
の
部
分

の
違
う
字
が
『
龍
龕
手
鑑
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
⑵
の
字
に
「
俗
」
の
字
体
注

記
が
あ
る
。「
苦
候
反
」
と
い
う
音
が
共
通
し
て
い
る
。

「
玽
」
字

①�

②

�

（
龍
、
七
52
ウ
７
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
20
・
５
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

「
怐
」
字

⑴�

⑵

�

（
龍
、
一
58
オ
４
）

⑵�

⑴

�

（
観
、
法
中
83
・
２
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

観
智
院
に
は
、
１
「
句
」
が
正
字
、
２
「
勾
」
が
俗
字
で
あ
る
こ
と
が
記
さ

①①①

②

①

②

⑵

⑴

（�34�）
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れ
て
い
る
。『
干
禄
字
書
』
に
も
同
様
に
１
「
句
」
を
正
字
と
す
る
記
載
が
あ
る
。

「
句
」
字

２�

１
�

（
干
、
72
・
２
）

１�

２

�

（
観
、
法
下
57
・
８
）

次
の
「

」
字
も
、
Ａ
の
〈
４
〉
の
例
で
あ
る
。
①
衣
偏
に
「
曺
」
の
字
と
、

②
衣
偏
に
「
曹
」
の
字
に
つ
い
て
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る

②
と
①
の
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
①
の
「
曺
」
の
字
に
「
今
」
と
い
う
字
体
注

記
が
あ
る
。
先
頭
に
書
か
れ
た
②
の
「
曹
」
の
字
が
正
字
だ
と
わ
か
る
。
音
注

に
「
遭
」
が
あ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。

「

」
字

②�

①

�
（
龍
、
二
34
オ
６
）

①�

②

�

（
観
、
法
中
145
・
４
）

�

↑
字
体
注
記
な
し

観
智
院
本
の
別
の
箇
所
の
「
曹
」
字
に
は
、
⑵
「
曹
」
を
正
字
と
す
る
記
載

が
あ
る
。
先
頭
の
⑴
「
曺
」
は
、
下
に
正
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
異
体
字
だ
と
わ

か
る
。『
干
禄
字
書
』
に
は
「
上
通
下
正
」
と
い
う
字
体
注
記
が
あ
り
、
同
様

に
⑵
「
曹
」
を
正
字
と
す
る
記
載
が
あ
る
。

「
曹
」
字

⑴�

⑵

�

（
干
、
41
・
４
）

⑴�

⑵

�

（
観
、
仏
中
99
・
７
）

『
龍
龕
手
鑑
』
と
対
応
す
る
観
智
院
本
の
漢
字
に
は
、「
玽
」
字
（
玉
に
似
た
石
）

や
「

」
字
（
腰
か
ら
下
に
つ
け
る
衣
）
な
ど
見
慣
れ
な
い
難
解
な
字
と
そ
の
異

字
体
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
字
体
が
変
化
し
て
い
る
部
分
を
見
る

と
、「
句
」
や
「
曹
」
な
ど
、
現
代
の
常
用
漢
字
の
範
囲
内
の
、
基
本
的
な
漢

字
の
場
合
も
あ
る
。
観
智
院
本
に
基
本
的
な
漢
字
の
正
字
・
異
体
字
関
係
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
字
体
注
記
の
な
い
難
解
な
漢
字
で
も
、
異
体
関

係
を
類
推
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
干
禄
字
書
』
の
記
載
内
容
は
、
観
智
院
本
に
多
く
取
り
込
ま
れ
て
い
る

た
め
、
同
様
の
異
体
関
係
を
示
す
記
載
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、『
龍
龕
手
鑑
』
の
字
体
注
記
の
種
類

図
書
寮
本
に
な
い
異
体
関
係
の
漢
字
を
新
た
に
観
智
院
本
に
増
補
す
る
と
き

に
、
字
体
注
記
を
記
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
理
由
と
し
て
、
出
典
文
献
の
字
体
注

記
の
種
類
に
何
か
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
Ａ
の
『
龍

龕
手
鑑
』
に
観
智
院
本
と
対
応
す
る
異
体
関
係
の
字
が
あ
る
45
例
に
つ
い
て
、

対
応
字
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
58
字
の
字
体
注
記
の
種
類
を
調
べ
る
こ

１

２

②

①

①

②

⑴

⑵

⑴

⑵

（�35�）
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と
に
し
た
。
表
６
に
用
例
数
を
示
す
。

表
６　

観
智
院
本
と
対
応
す
る
『
龍
龕
手
鑑
』
の
漢
字
の
字
体
注
記
の
種
類

観
智
院
本
と
対
応
す
る
『
龍
龕
手
鑑
』
の
漢
字
に
は
、「
同
」
を
含
む
字
体

注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
17
例
（
58
例
中
の
29
％
）
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
漢
字
の
下
に
「
同
」「
同
上
」
と
記
さ
れ
る
も
の
が
７
例
ず
つ

あ
り
、
２
行
割
書
き
中
に
「
與
〇
同
」（
〇
と
同
じ
）
と
書
か
れ
る
も
の
が
３
例

あ
っ
た
。
先
頭
の
漢
字
に
は
字
体
注
記
が
な
く
、
後
の
漢
字
の
下
に
「
同
」
や

「
同
上
」
が
記
さ
れ
る
形
式
が
多
く
、
11
例
見
ら
れ
た
。
他
の
字
体
注
記
は
「
正
」

が
11
例
、「
俗
」
が
９
例
、「
或
」
が
６
例
、「
今
」
が
５
例
、「
通
」「
古
」「
亦
」

が
３
例
ず
つ
、「
舊
」
が
１
例
で
あ
っ
た
。「
或
」
は
６
例
と
も
す
べ
て
「
或
作
」

の
形
で
使
わ
れ
て
い
た
。
先
頭
の
漢
字
に
「
正
」、
後
の
漢
字
に
「
或
作
」
と

記
さ
れ
る
形
式
が
多
く
、
３
例
見
ら
れ
た
。

『
龍
龕
手
鑑
』
に
関
す
る
拙
稿
で
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
と
観
智
院
本
に
対
応
す

る
漢
字
項
目
が
あ
る
場
合
、「
同
」
や
「
或
」
の
字
体
注
記
が
記
さ
れ
る
こ
と

は
比
較
的
少
な
く
、「
俗
」
の
字
体
注
記
が
記
さ
れ
る
漢
字
が
多
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
今
回
調
査
し
た
、
観
智
院
本
に
字
体
注
記
な
し
で
記
さ
れ

る
異
体
関
係
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、『
龍
龕
手
鑑
』
の
対
応
字
の
字
体
注
記
は

「
同
」
が
最
も
多
く
「
俗
」
の
方
が
少
な
い
。

「
同
」
は
前
に
記
し
た
漢
字
と
「
同
じ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
正
」（
正

式
な
字
体
）
や
「
俗
」（
俗
に
使
わ
れ
る
字
体
）
と
い
う
特
有
の
性
質
を
表
す
字
体

注
記
と
は
異
な
り
、「
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
だ
け
を
表
し
て
い
る
と
受

け
取
れ
る
。
観
智
院
本
で
は
、
出
典
文
献
の
字
体
注
記
の
種
類
が
「
同
」
で
あ

る
と
き
は
、
漢
字
は
引
用
す
る
が
、
字
体
注
記
は
省
略
さ
れ
や
す
い
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
。

五
、
ま
と
め

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
、
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字

項
目
が
あ
る
理
由
を
知
る
た
め
に
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
や
『
龍
龕
手

鑑
』
と
記
載
内
容
を
比
較
し
た
。
図
書
寮
本
と
比
較
可
能
な
167
例
の
漢
字
項
目

を
調
査
し
た
結
果
、
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、
次
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

１�

、
字
体
注
記
な
し
に
異
体
関
係
を
示
す
と
い
う
方
法
は
、
図
書
寮
本
か
ら
観

智
院
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
11
例

（
７
％
）
あ
る
。

２�

、
図
書
寮
本
の
「
亦
」
と
い
う
字
体
注
記
は
、
観
智
院
本
で
は
省
略
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
て
い
る
７
例
（
４
％
）
の
中
で
、
半

数
以
上
の
４
例
（
２
％
）
が
「
亦
」
を
含
む
字
体
注
記
で
あ
る
。

３�

、
同
じ
漢
字
が
観
智
院
本
の
複
数
の
箇
所
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
方
に
字
体

注
記
が
あ
る
場
合
、
そ
の
記
載
を
見
れ
ば
正
字
・
異
体
字
の
関
係
が
わ
か
る

の
で
、
も
う
一
方
で
は
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
例
は
４
例
（
２
％
）
あ
る
。

字体注記 用例数
同 同 7 17
同上 7
與〇同 3

正 11
俗 9
或 或作 6
今 5
通 3
古 古 2 3
古文 1

亦 亦作 2 3
亦 1

舊 舊作 1
合計 58

（
注
13
）
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４�

、
字
体
の
一
部
が
共
通
す
る
別
の
漢
字
に
字
体
注
記
が
あ
る
場
合
、
正
字
・

異
体
字
の
関
係
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
72
例
（
43
％
）
あ
る
。

５�

、
位
置
関
係
が
入
れ
替
わ
る
正
字
・
異
体
字
は
、
同
じ
構
成
要
素
を
も
っ
て

い
る
た
め
、
見
た
目
で
判
断
し
や
す
い
の
で
、
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
14
例
（
8
％
）
あ
る
。

６�

、『
龍
龕
手
鑑
』
に
「
同
」
と
い
う
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
は
、

観
智
院
本
で
は
字
体
注
記
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
対
応
す
る
58
字
の

中
で
は
「
同
」
を
含
む
字
体
注
記
が
17
例
（
29
％
）
あ
り
最
も
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示
す
漢
字
項
目
が
、
観
智
院
本

に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
様
々
な
理
由
が
あ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
龍
龕
手
鑑
』
と
観
智
院
本
の
関
係
に
つ
い
て
、
字
体
注
記
な
し
で
異

体
関
係
を
示
す
観
智
院
本
の
漢
字
と
対
応
す
る
字
が
、『
龍
龕
手
鑑
』
に
か
な

り
多
く
記
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
観
智
院
本
に
増
補
さ
れ
た
字
体
注
記
の

な
い
149
例
の
漢
字
項
目
の
中
で
、
45
例
（
30
％
）
は
『
龍
龕
手
鑑
』
に
対
応
す

る
異
体
関
係
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
図
書
寮
本
と
比
較
が
可
能
な
用
例
だ
け
で
な
く
、
字
体
注
記
な
し

で
異
体
関
係
を
示
す
全
漢
字
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
、
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て

い
な
い
理
由
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
字
体
注
記
の
あ
る

漢
字
項
目
に
つ
い
て
も
『
龍
龕
手
鑑
』
と
の
関
係
を
詳
し
く
調
べ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
『
龍
龕
手
鑑
』
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
観
智
院
本
の
漢
字
項

目
の
出
典
文
献
に
つ
い
て
、
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

観
智
院
本
で
は
、
出
典
文
献
の
記
載
内
容
を
受
け
継
い
で
新
た
に
増
補
す
る

だ
け
で
な
く
、
出
典
文
献
の
情
報
を
整
理
し
て
、
使
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
辞
書
に
改
編
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
図
書
寮
本
に
記
さ
れ
て

い
た
出
典
文
献
名
や
熟
語
の
情
報
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
字

体
に
関
す
る
情
報
も
、
取
捨
選
択
し
て
整
理
し
、
可
能
な
場
合
は
省
略
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
字
体
注
記
な
し
で
異
体
関
係
を
示

す
と
い
う
記
載
形
式
は
、
多
く
の
異
体
字
を
取
り
込
む
一
方
で
、
漢
字
字
体
の

記
載
形
式
を
簡
略
化
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
採
用
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

注

（
注
１
）『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
六
）
を
使
用
し
た
。

（
注
２
）『
類
聚
名
義
抄
』（
正
宗
敦
夫
編
、
風
間
書
房
、
一
九
五
五
）
を
使
用
し
た
。『
天

理
図
書
館
善
本
叢
書
類
聚
名
義
抄
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
六
）
を
参
照
し
た
。

（
注
３
）『
国
語
学
研
究
事
典
』（
佐
藤
喜
代
治
編
、
明
治
書
院
、
一
九
七
七
）
の
「
類
聚

名
義
抄
」
の
項
目
（
吉
田
金
彦
）
の
解
説
に
よ
る
。
吉
田
金
彦
「
類
聚
名
義
抄
の

展
開
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
六
、
一
九
五
六
・
四
）、
同
「
観
智
院
本
類
聚
名
義

抄
の
参
照
文
献
」（
藝
林
九
・
三
、
一
九
五
八
・
九
）
で
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院

本
の
違
い
が
様
々
な
観
点
か
ら
述
べ
て
あ
る
。
望
月
郁
子
「
観
智
院
本
『
類
聚
名

義
抄
』
に
お
け
る
原
撰
本
系
和
訓
の
配
置
と
配
列
（
一
）」（
静
岡
大
学
人
文
学
部

人
文
論
集
四
四
・
一
、
一
九
九
三
・
七
）、
同
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お

け
る
原
撰
本
系
和
訓
の
配
置
と
配
列
（
二
）」（
静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
論
集
四

四
・
二
、
一
九
九
四
・
一
）
で
は
、
辞
書
改
編
の
理
由
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
注
４
）
図
書
寮
本
の
出
典
文
献
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
聚

名
義
抄
出
典
攷
上
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
、
一
九
五
四
・
八
）、
同
「
図
書
寮

本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
中
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
三
、一
九
五
四
・
十
二
）、同
「
図

書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
下
一
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
五
、
一
九
五
五
・
十
）
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に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
図
書
寮
本
の
漢
字
字
体
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
西
原
一
幸

「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
所
引
の
『
干
禄
字
書
』
に
つ
い
て
」（
金
城
国
文
六
三
、

一
九
八
七
・
三
）、
同
「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
所
引
の
「
類
云
」
と
は
何
か
」

（『
和
漢
比
較
文
学
研
究
の
諸
問
題
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
）、
池
田
証
寿
「
図

書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
干
禄
字
書
」（
国
語
学
一
六
八
、
一
九
九
二
・
三
）、
同
「
図

書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
類
音
決
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
九
六
、
一
九
九
五
・
九
）

で
『
干
禄
字
書
』
や
『
類
音
決
』
と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

観
智
院
本
の
漢
字
字
体
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
杉
本
つ
と
む
「〈
異
体
字
研
究
〉

と
『
干
禄
字
書
』」（
早
稲
田
日
本
語
研
究
二
、
一
九
九
四
・
三
）
で
は
『
干
禄
字
書
』

と
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
貞
苅
伊
徳
「
日
本
の
辞
典
」（『
漢
字
講
座
２　

漢
字
研
究
の
歩
み
』
明
治
書
院
、
一
九
八
九
）、
西
原
一
幸
「
改
編
本
系
『
類
聚
名

義
抄
』・『
龍
龕
手
鑑
』
に
み
え
る
「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」

（『
研
究
叢
書
一
二
一　

日
本
語
論
究
２　

古
典
日
本
語
と
辞
書
』
和
泉
書
院
、
一

九
九
二
）
に
よ
り
、『
龍
龕
手
鑑
』
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
張
馨
方
「
注
文
中
の
漢
字
字
体
の
記
載
か
ら
み
た
改
編
本
系
『
類
聚
名

義
抄
』」（
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
十
七
、
二
〇
一
七
・
十
一
）、

同
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
小
字
字
体
注
記
に
つ
い
て
」（
漢
字
文

化
研
究
九
、
二
〇
一
八
）
に
お
い
て
、
注
記
文
中
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て
、
諸
本

の
比
較
や
出
典
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
使
う
「
正
字
」「
異
体
字
」
と
い
う
語
は
、
調
査
対
象
と
す
る
辞
書
に
正

字
・
異
体
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
指
す
も
の
と
す
る
。
正
字
と
異
体
字

の
関
係
を
異
体
関
係
と
よ
ぶ
。
正
字
か
異
体
字
か
判
断
で
き
る
字
体
注
記
が
な
く

て
も
、
同
音
同
義
の
別
字
体
の
漢
字
だ
と
判
断
で
き
る
場
合
は
、
異
体
関
係
に
あ

る
と
す
る
。

「
異
体
字
」
と
い
う
語
の
定
義
は
、『
国
語
学
研
究
事
典
』（
明
治
書
院
、一
九
九
七
）

で
は
「
漢
字
の
字
体
で
、
標
準
と
な
る
も
の
（
正
字
・
本
字
）
以
外
の
字
体
の
総
称
」

と
す
る
。『
国
語
学
大
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇
）
で
は
「
表
音
・
表
意

の
機
能
の
上
で
同
一
で
、
し
か
も
同
一
文
脈
に
お
け
る
同
一
位
置
に
お
い
て
相
互

代
替
な
関
係
に
あ
る
別
の
字
体
に
基
づ
く
文
字
を
さ
す
」
と
す
る
。

「
字
体
」
の
定
義
は
、
天
沼
寧
「
筆
順
と
字
体
」（
言
語
生
活
二
九
九
、
一
九
七
六
・

八
）
で
は
、「
文
字
を
形
づ
く
る
の
に
必
要
な
点
画
の
長
短
・
数
・
そ
の
角
度
・
そ

の
組
み
合
わ
せ
方
・
関
係
位
置
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
形
状
」
と
す
る
。
石

塚
晴
通
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀 

研
究
編
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
）
で
は
「
書
体

内
に
於
て
存
在
す
る
一
々
の
漢
字
の
社
会
共
通
の
基
準
」
と
す
る
。

「
常
用
漢
字
の
字
体
・
字
形
に
関
す
る
指
針
（
報
告
）」（
文
化
審
議
会
国
語
分
科

会
、
二
〇
一
六
・
二
）
に
よ
る
と
、
字
体
と
は
「
別
々
の
漢
字
で
あ
る
と
判
別
で

き
る
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
点
画
（
漢
字
を
構
成
し
て
い
る
点
と
線
）
の
数
や
組
み
合
せ

な
ど
、
基
本
と
な
る
骨
組
み
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
個
別
の
文
字
の
形
状
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
抽
出
さ
れ
る
共
通
し
た
特
徴
で
あ
り
、
文
字
の
具
体
的
な
形
状
を
背
後
で
支

え
て
い
る
抽
象
的
な
概
念
」
で
あ
る
と
す
る
。
字
形
と
は
「
具
体
的
に
出
現
し
た

個
々
の
文
字
の
形
状
」
で
あ
る
と
す
る
。

本
稿
で
は
、
調
査
し
た
辞
書
に
記
さ
れ
て
い
る
個
々
の
漢
字
の
具
体
的
な
形
状

で
あ
る
「
字
形
」
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
を
構
成
し
て
い
る
点
や
線

と
い
う
骨
組
み
で
あ
る
「
字
体
」
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
記
さ
れ
て
き
た
か

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
５
）
拙
稿
「『
干
禄
字
書
』
と
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
比
較
―
図
書
寮
本
『
類

聚
名
義
抄
』
を
介
在
と
し
て
―
」（
国
語
学
研
究
と
資
料
二
一
、
一
九
九
七
・
十
二
）、

同
「『
干
禄
字
書
』
と
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
の
比
較
」（
国

文
学
研
究
一
二
五
、
一
九
九
八
・
六
）
で
は
『
干
禄
字
書
』
と
の
類
似
性
を
示
し
た
。

ま
た
、
拙
稿
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
『
龍
龕
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
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の
記
載
の
比
較
」（
鎌
倉
時
代
語
研
究
二
〇
、
一
九
九
七
・
五
）、
同
「
観
智
院
本
『
類

聚
名
義
抄
』
と
『
龍
龕
手
鑑
』
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
記
載
の
比
較
―
異
体
字
が

連
続
し
て
記
さ
れ
る
形
式
に
つ
い
て
―
」（
早
稲
田
日
本
語
研
究
六
、
一
九
九
八
・

三
）
で
は
『
龍
龕
手
鑑
』
と
の
類
似
性
を
示
し
た
。

（
注
６
）
拙
稿
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
異
体
字
の
記
載
形
式
」（『
国
語

文
字
史
の
研
究
八
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
。

ま
た
、田
島
毓
堂
ほ
か
「
類
聚
名
義
抄
の
注
釈
的
研
究
―
電
算
機
利
用
に
よ
る
―
」

（
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
結
果
報
告
書
、
一
九
九

〇
・
三
）
で
は
、
改
編
本
系
統
の
蓮
成
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
す
べ
て
の
漢
字

項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
字
体
注
記
の
索
引
が
作
成
さ
れ
て

い
る
。
池
田
証
寿
ほ
か
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
―
そ
の
構
築
方
法
と
掲
出
項
目
数
等
の
計
量
―
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
一
四
四
、

二
〇
二
〇
・
三
）
に
よ
り
、
観
智
院
本
の
す
べ
て
の
漢
字
項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
異
体
字
項
目
の
数
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
注
７
）
拙
稿
「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
漢
字

字
体
の
記
載
の
比
較
」（
鈴
峯
女
子
短
期
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
集
報
四
五
、
一

九
九
八
・
十
二
）
で
は
、
和
訓
と
字
体
注
記
に
注
目
し
て
、
漢
字
項
目
を
比
較
し
た
。

ま
た
、
望
月
郁
子
「『
類
聚
名
義
抄
』
改
編
の
ね
ら
い
―
観
智
院
本
言
部
の
漢
文

注
を
手
が
か
り
に
―
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
七
三
、
一
九
八
五
・
四
）
で
は
、
図

書
寮
本
と
は
対
応
し
な
い
漢
字
字
体
の
記
載
が
、『
玉
篇
』
と
一
致
す
る
例
が
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
注
８
）
注
６
の
拙
稿
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
。

（
注
９
）
法
上
・
法
中
の
二
十
部
首
か
ら
、
図
書
寮
本
で
は
欠
け
て
い
る
面
・
歯
・
色
部

を
除
い
た
、
水
・
冫
・
言
・
足
・
立
・
豆
・
卜
・
山
・
石
・
玉
・
邑
・
阜
・
土
・

心
・
巾
・
糸
・
衣
部
の
十
七
部
首
の
漢
字
項
目
を
比
較
し
た
。

（
注
10
）
注
５
の
拙
稿
（
一
九
九
七
・
十
二
）
に
よ
る
。

（
注
11
）
注
５
の
拙
稿
（
一
九
九
七
・
十
二
）
に
よ
る
。『
干
禄
字
書
』
は
、
唐
の
顔
元
孫

が
著
し
た
字
体
辞
書
で
あ
り
、
七
七
四
年
に
顔
真
卿
の
書
い
た
文
字
を
石
刻
し
た

も
の
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。『
改
訂
増
補 

漢
字
入
門
『
干
禄
字
書
』
と
そ
の
考
察
』

（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
二
）
所
収
の
官
板
和
泉
屋
本
『
干
禄
字
書
』（
文

化
十
四
年
、
一
八
一
七
年
刊
）
を
使
用
し
た
。『
校
本
干
禄
字
書
』（
広
島
大
学
文

学
部
国
語
学
研
究
室
編
、
一
九
六
一
）
を
参
照
し
た
。

（
注
12
）
杉
本
つ
と
む
編
『
異
体
字
研
究
資
料
集
成　

別
巻
二
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
五
）

所
収
の
朝
鮮
版
（
咸
化
八
年
、一
四
七
二
年
刊
と
推
定
）
を
使
用
し
た
。『
龍
龕
手
鑑
』

は
遼
（
契
丹
）
の
統
和
十
五
年
（
九
九
七
）
に
行
均
の
編
纂
し
た
音
義
書
で
あ
る
。

仏
典
の
難
読
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
と
は
『
龍
龕
手
鏡
』
と
い
う
書
名
で
、

十
一
世
紀
ご
ろ
に
宋
に
伝
わ
り
、『
龍
龕
手
鑑
』
と
改
め
ら
れ
た
。
最
後
の
部
首
と

し
て
、
少
数
字
の
部
首
を
集
め
た
「
雑
部
」
を
立
て
る
こ
と
も
、『
類
聚
名
義
抄
』

と
共
通
す
る
。

（
注
13
）
注
５
の
拙
稿
（
一
九
九
七
・
五
）、（
一
九
九
八
・
三
）
に
よ
る
。

受
領
日　

二
〇
二
一
年
九
月
三
〇
日

受
理
日　

二
〇
二
一
年
一
一
月
二
日
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観智院本『類聚名義抄』に字体注記のない正字・異体字が記されている理由




